
会 議 録 

会議の名称 第 4回飯塚市男女共同参画推進委員会 

開催日時 令和 4年 12月 19日（月）14：00～15：30 

開催場所 飯塚市役所本庁舎 4F 入札室 

出席委員 

安河内恵子委員、平嶋穂積委員、末崎牧委員、安田良徳委員、高見順子委

員、徳永洋一郎委員、林道太委員、柴田なつき委員、藤井節子委員、岡松

美千代委員 

欠席委員 真鍋和子委員、永井順子委員、坂無淳委員、田島正智委員 

事務局職員 男女共同参画推進課長、企画担当主査、事業係長 

会議内容 

議題 1 

 第 2次飯塚市男女共同参画プラン 令和 3年度進捗管理について 

議題 2 

令和 3年度管理指標結果報告について 

議題３ 

その他 

 

【議題 1】 第 2 次飯塚市男女共同参画プラン進捗管理 令和 3 年度進捗

管理について 

①  審議会の女性委員登用率について 

令和 3年度改選の審議会の女性委員登用率向上のための取組につき、事務

局より説明。 

 

林委員：託児については、実施できていないところがほとんどであり、A,B

等の評価になじむのか疑問である。 

 

事務局：託児については、公募委員募集の際に、市からもっとアピールし

ていく必要があると事務局でも感じている。今後、全庁的に周知を図りた

い。 

 

安河内会長：D,E評価の審議会については、女性委員登用率の向上のため、

もっと努力するよう、男女共同参画推進課より指導する必要がある。 

北九州市の国民保護協議会（防災安全課所管）は、私も委員として入って

いるが、女性員登用率は 50％を超えている。分野により女性委員を登用し

がたいという言い訳はできない時代になっている。 



 

② （市職員の）ワーク・ライフ・バランスについて 

令和 3年度の（市職員の）ワーク・ライフ・バランスの取組について事務

局より報告。 

  

柴田委員：教育総務課と学校教育課について、教育総務課の取組に「相互

サポートができる職場環境づくり」とあるがどういうものなのか。実情

を知りたい。 

また、定時退庁等の呼びかけをしたことで、職場環境づくりができた

と取組内容にあるが、呼びかけただけで職場環境づくりと言えるのかと

言いたい。 

 

平嶋副会長：ワーク・ライフ・バランスの実践の結果、家事、育児に参画

したとあるが、どれくらいやっているのかが気になる。ただ、早く帰っ

て遊んでいるのでは意味がない。今後は家事、育児へのかかわり方も報

告内容に入れるべきである。 

  また、全般に言えることだが、やはりこれも数値データがないと評価

は難しい。 

 

安田委員：男女共同参画の取組を数値で評価すべきではないと考える。A、

B 評価をするのもなじまないのではないか。取組を評価するために、

審査委員会などを作って評価しては。 

 

林委員：この報告は過去何年させているのか?(事務局が 5年目と回答)。 

ワーク・ライフ・バランスのような社会調査は、評価の境界線は難しい。

（今の進捗管理は）文言で表すことで逃げやすくなっている。 

 

事務局：当課でもこのワーク・ライフ・バランスの取組報告を全課にさせ

るのは、効果が薄いと感じており、後期プランでは全庁分のデータを持

つ人事課が一括して報告することとなっている。 

 

安河内会長：人事課には、休暇取得率、時間外勤務実施状況等の数値デー

タを基に報告してもらいたい。 

  

 

 

 

 



【議題 2】 令和 3年度管理指標結果報告について 

 事務局より、管理指標の結果につき報告。 

 

藤井委員：新規就農者における女性の割合についてだが、実際の農業は女

性が主でやっているような状況である。新規就農者だけでなく、全体で

みれば女性割合はもっと高い。 

 

平嶋副会長：女性職員の管理職の地位に占める女性の割合が 15％を目標値

としているが、低いのではないか、先日新聞記事に出た大刀洗町では、

管理職 15 名のうち 7 名が女性である。こういうものはトップの姿勢で

決まってくるものだが、目標が低いと感じる。 

 飯塚市は市議も 28名中女性は 1名しかいない。 

 

安河内会長：一般に女性が 3割はいないと、全体に女性の声が届かないと

言われている。少なくとも 30%を目標値とするぐらいでないといけない。 

また、男性の育児休業取得率について実績 0という結果だが、今現在、こ

のような状況の自治体はあまり見られない。人事課には本当に頑張っても

らいたい。 

今後育児休業は義務化されるので、何日とかではなく、何カ月単位で取

得できるようになるといい。 

 

安田委員：乳幼児全戸訪問とあるが本当に訪問しているのか。 

 

事務局：子育て支援課からの報告では、出産後のご家庭に保健師が実際に

訪問し、赤ちゃんの健康状態は母親の心身の健康状態について、確認を

していると聞いている。 

 

平嶋副会長：乳幼児全戸訪問は 3 年度は 95.9%だが、この訪問できていな

い家庭で、虐待などの問題が起こっていないかが心配である。今後も

100%訪問できるよう頑張ってほしい。 

 

 

【議題 3】 その他 

 

事務局より、サンクスフォーラム参加者等につき報告 

 

事務局より、令和 4年度は提言書については作成しない旨報告 

質疑等なし 



会議資料 

＜事前配付＞ 

なし 

＜当日配付＞ 

1. 第 2次飯塚市男女共同参画プラン令和 3年度進捗管理 

（審議会委員の女性委員登用に関する取組） 

（ワーク・ライフ・バランスの取組） 

2.令和 3年度 第 2次飯塚市男女共同参画プラン管理指標 

3.長野路代さん 福岡県男女共同参画表彰受賞 チラシ 

公開・非公開

の別 

１ 公開   2 一部公開   ３ 非公開 

（傍聴者 1名） 

その他 
 

 

 


